
誰もがアクセスできる
競技施設ってどんな
ものなんだろう？

障害のある人もない人も
一緒に楽しみたいよね！

主催：公益社団法人全国脊髄損傷者連合会、認定NPO法人DPI日本会議
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★趣旨★ 

 東京オリンピック・パラリンピック大会組織委員会では「Tokyo 2020 アクセシ

ビリティ・ガイドライン」の策定を進めています。このガイドラインは競技会場や交

通機関等のバリアフリー整備基準となる大変重要なものです。 

日本では1990年代からの福祉のまちづくり条例、2000年からのバリアフリー

法によって公共交通機関等のバリアフリー整備が進められてきました。15年前と比

べると日本の社会は劇的にバリアフリー化されています。しかし、障害者と健常者を

分離する移動ルートや座席配置、大規模駅も小規模駅も同じ整備基準、車いす用席の

数が極端に少なく、視界確保の基準もないといった制度上の問題も多いのです。残念

ながら、現在では世界のバリアフリー整備基準からは大きく遅れをとっています。 

国際パラリンピック委員会（IPC）では、世界的なバリアフリー整備の基準として

「IPCアクセシビリティガイド」を定めています。様々な障害種別に配慮した大変素

晴らしい内容です。私たちはTokyo2020アクセシビリティ・ガイドラインは、ぜ

ひとも IPCアクセシビリティガイドを遵守して作成してほしいと願っています。この

IPCアクセシビリティガイドはどのような内容なのでしょうか。さらに、IPCアクセ

シビリティガイドでオリンピック開催会場をチェックするとどうなるのか、調査報告

会を行います。 

東京2020オリンピック・パラリンピック大会が障害の有無に関わらず全ての人に

とってアクセス可能でインクルーシブな大会となるように、多くの方々のご参加をお

待ちしております。 
 

★プログラム★ 

11:00 会場 

11:30 開会あいさつ、関係議員あいさつ 

第一部 基調報告  

     「国際パラリンピック委員会（IPC）アクセシビリティガイドについて」  

   講師：川内美彦（東洋大学教授） 

12:40 第二部 調査報告 

   「IPCガイドラインで検証する 東京体育館バリアチェック報告」 

     報告：DPI バリアフリー部会 

13:10 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

連絡先：〒101-0054東京都千代田区神田錦町３-１１-８-５F DPI 日本会議 

電話 03-5282-3730 Fax 03-5282-0017�

＜参加申込フォーム＞ 

・氏名： 

・所属： 

・メールアドレス： 

・情報保障の有無（PC文字通訳、手話通訳、点字資料） 

上記、ご記入の上、下記メールアドレス or ファックスで2月２７日（金）までに

お申込みください。 

申込先 office@dpi-japan.org ファックス 03-5282-0017 
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